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脳卒中サポートチーム
(Stroke Support Team：SST)

を発足しました

　脳卒中の初期診療において、急性期再開

通療法（t-PA静注療法や血管内カテーテル

治療）の際には、一刻も早い、適切な治療

が患者さんの症状の回復に大きく関わりま

す。また、迅速性が求められる一方、慎重

な適応検討や正確な手技など、安全性の担

保が必要です。

　当院ではこれまでも、急性期脳梗塞の治

療を積極的に行ってきました。また、急性

期再開通療法のみならず、入院後の急性期

管理、回復期リハビリテーションから退院、

再発予防まで、シームレスな医療が必要です。

しかし、おそらくどこの病院でも経験があ

るような、医師それぞれの診療方針の違い、

急速に進歩する医療技術への順応、それに

対するスタッフの不安等、問題はあります。

　SSTは、脳卒中診療にあたるスタッフの

サポートを行います。これは、患者さんの

予後改善につなげることが目的です。2021

年の春、当初は「脳卒中クラブ」として発

足し、今までの脳卒中診療で困ったことや、

あったらいいなと思ったことを数人で話し

合ったところから始まりました。「あった

らいいな、必要だな」と思ったことは、現

在ではSSTの任務となっています。

　SSTの任務は、①脳卒中診療における人

材育成、②診療体制の充実・整備、③関連

学会・公的制度との連携、④脳卒中に関す

る市民啓発です。メンバーは、診療部門を

脳神経外科医長　宮本 直子

問わず、チームの趣旨に賛同し協力してくれ

る院内スタッフを募りました。構成は、脳

神経外科・脳神経内科医師、看護師（病棟、

外来、手術室）、診療放射線技師、薬剤師、

臨床検査技師、リハビリテーションスタッフ、

ソーシャルワーカー、事務スタッフなど、や

る気のあるメンバーで今では総勢36名にな

りました。これからも増えるかもしれません。

SST任務①脳卒中診療における人材育成

　まずは人材育成からとりかかりました。

今までも行ってきた院内勉強会、シミュ

レーションはもちろん、病棟看護師対象に

NIHSSの取り方講習、SSTメンバー対象に

インターネット講習などを始めました。コ

ロナ禍で、大人数で集まることがはばから

れるなか、インターネットによる自己学習

は効率良く進められました。自己学習とは

言っても、終了後には確認テストもあるの

で気が抜けません。

SST任務②診療体制の充実・整備

　今までも使用していた「脳卒中急性期対

応シート」のup-dateをしています。脳卒中

診療の急速な進歩についていかなくてはい

けません。

　また、病棟間（脳神経外科病棟と脳神経

内科病棟）で、脳卒中患者の管理方法を統

一する動きもあります。内科が外科に寄せ

てくれる場面が多々ありますが、外科看護

師の方が強いのでしょうか。

　リハビリスタッフは、早期離床に向けて

安静度の検討を行っています。数年越しの

案件でしたが、これをきっかけに進捗があ

ることを期待しています。

SST任務③関連学会・公的制度との連携

　院内脳卒中databaseを作成し、みんなで協

力して今までの患者情報を登録しているところ

です。脳卒中学会などの関連学会や群馬県脳

卒中ネットワークへの定期報告が目的ですが、

関わったスタッフも登録し、症例の振り返りも

できるように考えています。

SST任務④脳卒中に関する市民啓発

　コロナ禍でなかなか大人数の講演会が開き

にくい状況です。この連携室通信も、市民啓

発の一環として、これからもちょっとした情報

を掲載させて頂こうと考えています。

　チーム力には自信があります。今後、誠

心誠意、努めて参りますので、末永く宜し

くお願い致します。
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NIHSS（脳卒中重症度評価スケール）の取り方講習
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お問い合わせ、相談窓口のご案内

急患のご相談、再診予約の変更・キャンセル
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

初診の患者さまの診察予約
➡地域医療福祉連携室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

医療機関さまへ
退院後の生活、身体障害者手帳、障害年金、
介護保険、医療費などの医療福祉相談
➡地域医療福祉連携室・相談室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

人間ドックのお問い合わせ、ご予約
➡ドックセンター（新館２階）
☎027－253－5174（直通）

さわやか健診のお問い合わせ
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

介護保険の利用に関するご相談
➡ケアプランセンター老研（病院南隣り）
☎027－253－3398（直通）

訪問看護についてのご相談
➡訪問看護ステーションひまわり（新館１階）
☎027－252－3305

患者さまへ

認知症に関してのご相談と鑑別診断について
➡認知症疾患医療センター（西棟１階）
☎027－252－7811（直通）

老人保健施設への入所、通所について
➡群馬老人保健センター陽光苑（西棟２、３、４階）
☎027－253－3310（直通）

グループホームへの入所について
➡グループホームひまわり（病院南隣り）
☎027－253－3322

医療機関さま、患者さまへ

来院の際はマスクの着用と手指消毒をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、入院患者さまとの面会を
禁止しております。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
以下のような場合、受付にお声をかけてください。
・入院患者さまが重症、急変、危篤状態で面会をする
・ケアマネジャー、他施設職員、医療業者等が患者状態確認の必要がある
・医師より病状説明、治療方針の説明がある
・洗濯物、オムツの受け渡しを行う（病棟エレベーター前で対応）
・転棟時の書類記載等の手続を行う
・退院時の退院手続きを行う
・回復期病棟に入院中でワクチン接種済みの入院患者さまへ面会する（予約制）

入院患者さまの面会禁止について

受診について
発熱、せき・息切れ、倦怠感、味覚障害などの症状がある方は、必ず事前に電話連絡をお願いします。
☎027－253－3311（代表）

LINE 公式アカウント
スマートフォンなどで利用できるアプリケーション「LINE」を

利用して、各種ご案内やお知らせなどを直接お届けします。

ぜひ「友達追加」をお願いします。

QR

ID @577bkixz

お 知 ら せ

花　名：ヒメツルソバ
花言葉：愛らしい
撮影者：松原信子様
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急速に進歩する医療技術への順応、それに

対するスタッフの不安等、問題はあります。

　SSTは、脳卒中診療にあたるスタッフの

サポートを行います。これは、患者さんの

予後改善につなげることが目的です。2021

年の春、当初は「脳卒中クラブ」として発

足し、今までの脳卒中診療で困ったことや、

あったらいいなと思ったことを数人で話し

合ったところから始まりました。「あった

らいいな、必要だな」と思ったことは、現

在ではSSTの任務となっています。

　SSTの任務は、①脳卒中診療における人

材育成、②診療体制の充実・整備、③関連

学会・公的制度との連携、④脳卒中に関す

る市民啓発です。メンバーは、診療部門を

問わず、チームの趣旨に賛同し協力してくれ

る院内スタッフを募りました。構成は、脳

神経外科・脳神経内科医師、看護師（病棟、

外来、手術室）、診療放射線技師、薬剤師、

臨床検査技師、リハビリテーションスタッフ、

ソーシャルワーカー、事務スタッフなど、や

る気のあるメンバーで今では総勢36名にな

りました。これからも増えるかもしれません。

SST任務①脳卒中診療における人材育成

　まずは人材育成からとりかかりました。

今までも行ってきた院内勉強会、シミュ

レーションはもちろん、病棟看護師対象に

NIHSSの取り方講習、SSTメンバー対象に

インターネット講習などを始めました。コ

ロナ禍で、大人数で集まることがはばから

れるなか、インターネットによる自己学習

は効率良く進められました。自己学習とは

言っても、終了後には確認テストもあるの

で気が抜けません。

SST任務②診療体制の充実・整備

　今までも使用していた「脳卒中急性期対

応シート」のup-dateをしています。脳卒中

診療の急速な進歩についていかなくてはい

けません。

　また、病棟間（脳神経外科病棟と脳神経

内科病棟）で、脳卒中患者の管理方法を統

一する動きもあります。内科が外科に寄せ

てくれる場面が多々ありますが、外科看護

師の方が強いのでしょうか。

　リハビリスタッフは、早期離床に向けて

安静度の検討を行っています。数年越しの

案件でしたが、これをきっかけに進捗があ

ることを期待しています。

SST任務③関連学会・公的制度との連携

　院内脳卒中databaseを作成し、みんなで協

力して今までの患者情報を登録しているところ

です。脳卒中学会などの関連学会や群馬県脳

卒中ネットワークへの定期報告が目的ですが、

関わったスタッフも登録し、症例の振り返りも

できるように考えています。

SST任務④脳卒中に関する市民啓発

　コロナ禍でなかなか大人数の講演会が開き

にくい状況です。この連携室通信も、市民啓

発の一環として、これからもちょっとした情報

を掲載させて頂こうと考えています。

　チーム力には自信があります。今後、誠

心誠意、努めて参りますので、末永く宜し

くお願い致します。

お問い合わせ、相談窓口のご案内

急患のご相談、再診予約の変更・キャンセル
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

初診の患者さまの診察予約
➡地域医療福祉連携室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

医療機関さまへ
退院後の生活、身体障害者手帳、障害年金、
介護保険、医療費などの医療福祉相談
➡地域医療福祉連携室・相談室（西棟１階）
☎027－253－4108（直通）

人間ドックのお問い合わせ、ご予約
➡ドックセンター（新館２階）
☎027－253－5174（直通）

さわやか健診のお問い合わせ
➡医事課（北棟１階）
☎027－253－3311

介護保険の利用に関するご相談
➡ケアプランセンター老研（病院南隣り）
☎027－253－3398（直通）

訪問看護についてのご相談
➡訪問看護ステーションひまわり（新館１階）
☎027－252－3305

患者さまへ

認知症に関してのご相談と鑑別診断について
➡認知症疾患医療センター（西棟１階）
☎027－252－7811（直通）

老人保健施設への入所、通所について
➡群馬老人保健センター陽光苑（西棟２、３、４階）
☎027－253－3310（直通）

グループホームへの入所について
➡グループホームひまわり（病院南隣り）
☎027－253－3322

医療機関さま、患者さまへ

来院の際はマスクの着用と手指消毒をお願いします。

新型コロナウイルス感染症の感染予防のため、入院患者さまとの面会を
禁止しております。皆さまのご理解とご協力をお願いします。
以下のような場合、受付にお声をかけてください。
・入院患者さまが重症、急変、危篤状態で面会をする
・ケアマネジャー、他施設職員、医療業者等が患者状態確認の必要がある
・医師より病状説明、治療方針の説明がある
・洗濯物、オムツの受け渡しを行う（病棟エレベーター前で対応）
・転棟時の書類記載等の手続を行う
・退院時の退院手続きを行う
・回復期病棟に入院中でワクチン接種済みの入院患者さまへ面会する（予約制）

入院患者さまの面会禁止について

受診について
発熱、せき・息切れ、倦怠感、味覚障害などの症状がある方は、必ず事前に電話連絡をお願いします。
☎027－253－3311（代表）

LINE 公式アカウント
スマートフォンなどで利用できるアプリケーション「LINE」を

利用して、各種ご案内やお知らせなどを直接お届けします。

ぜひ「友達追加」をお願いします。

QR

ID @577bkixz

お 知 ら せ

花　名：ヒメツルソバ
花言葉：愛らしい
撮影者：松原信子様
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脳卒中サポートチーム
(Stroke Support Team：SST)

を発足しました

　脳卒中の初期診療において、急性期再開

通療法（t-PA静注療法や血管内カテーテル

治療）の際には、一刻も早い、適切な治療

が患者さんの症状の回復に大きく関わりま

す。また、迅速性が求められる一方、慎重

な適応検討や正確な手技など、安全性の担

保が必要です。

　当院ではこれまでも、急性期脳梗塞の治

療を積極的に行ってきました。また、急性

期再開通療法のみならず、入院後の急性期

管理、回復期リハビリテーションから退院、

再発予防まで、シームレスな医療が必要です。

しかし、おそらくどこの病院でも経験があ

るような、医師それぞれの診療方針の違い、

急速に進歩する医療技術への順応、それに

対するスタッフの不安等、問題はあります。

　SSTは、脳卒中診療にあたるスタッフの

サポートを行います。これは、患者さんの

予後改善につなげることが目的です。2021

年の春、当初は「脳卒中クラブ」として発

足し、今までの脳卒中診療で困ったことや、

あったらいいなと思ったことを数人で話し

合ったところから始まりました。「あった

らいいな、必要だな」と思ったことは、現

在ではSSTの任務となっています。

　SSTの任務は、①脳卒中診療における人

材育成、②診療体制の充実・整備、③関連

学会・公的制度との連携、④脳卒中に関す

る市民啓発です。メンバーは、診療部門を

脳神経外科医長　宮本 直子

問わず、チームの趣旨に賛同し協力してくれ

る院内スタッフを募りました。構成は、脳

神経外科・脳神経内科医師、看護師（病棟、

外来、手術室）、診療放射線技師、薬剤師、

臨床検査技師、リハビリテーションスタッフ、

ソーシャルワーカー、事務スタッフなど、や

る気のあるメンバーで今では総勢36名にな

りました。これからも増えるかもしれません。

SST任務①脳卒中診療における人材育成

　まずは人材育成からとりかかりました。

今までも行ってきた院内勉強会、シミュ

レーションはもちろん、病棟看護師対象に

NIHSSの取り方講習、SSTメンバー対象に

インターネット講習などを始めました。コ

ロナ禍で、大人数で集まることがはばから

れるなか、インターネットによる自己学習

は効率良く進められました。自己学習とは

言っても、終了後には確認テストもあるの

で気が抜けません。

SST任務②診療体制の充実・整備

　今までも使用していた「脳卒中急性期対

応シート」のup-dateをしています。脳卒中

診療の急速な進歩についていかなくてはい

けません。

　また、病棟間（脳神経外科病棟と脳神経

内科病棟）で、脳卒中患者の管理方法を統

一する動きもあります。内科が外科に寄せ

てくれる場面が多々ありますが、外科看護

師の方が強いのでしょうか。

　リハビリスタッフは、早期離床に向けて

安静度の検討を行っています。数年越しの

案件でしたが、これをきっかけに進捗があ

ることを期待しています。

SST任務③関連学会・公的制度との連携

　院内脳卒中databaseを作成し、みんなで協

力して今までの患者情報を登録しているところ

です。脳卒中学会などの関連学会や群馬県脳

卒中ネットワークへの定期報告が目的ですが、

関わったスタッフも登録し、症例の振り返りも

できるように考えています。

SST任務④脳卒中に関する市民啓発

　コロナ禍でなかなか大人数の講演会が開き

にくい状況です。この連携室通信も、市民啓

発の一環として、これからもちょっとした情報

を掲載させて頂こうと考えています。

　チーム力には自信があります。今後、誠

心誠意、努めて参りますので、末永く宜し

くお願い致します。
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NIHSS（脳卒中重症度評価スケール）の取り方講習

令和3年11月1日外来診療表

午前8：30～11： 30まで（初診・土曜日は11： 00まで） ／ 午後1： 30～4：00まで
※急患は24時間受付けております
※禁煙外来は初診のみで再診は内科外来で行います受付時間

高玉　真光
合田　史

岡本　幸市
東海林　幹夫
菅原　隆

岩﨑　理

1診 ： 内藤　功
2診 ： 岩井　丈幸

高玉　真光
合田　史
小池　陽子（9：00～）

小池　陽子（14：00まで）

山内　洋子（15：30まで）

岩井　丈幸（15：00まで）岩井　丈幸（15：00まで）

山口　晴保（完全予約制）

池田　将樹（15：30まで）

勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制） 勝山　彰（完全予約制）

高玉　真光
勝山　彰

高玉　真光
勝山　彰
直田　匡彦

高玉　真光
勝山　彰

岡本　幸市
池田　将樹

岡　大典（第1,5）

岩﨑　理（第3）

高玉　真光（10：30まで）

勝山　彰
合田　史
笠原　礼光（第1）

（9:00～10：30まで）

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
東海林　幹夫
甘利　雅邦

岡本　幸市
瓦林　毅
橋本　健太朗

甘利　雅邦（完全予約制
14:00まで）

菅原　隆
橋本　健太朗

岡　大典

天野　晶夫

高玉　真

天野　晶夫 天野　晶夫 天野　晶夫 天野　晶夫

田村　峻太郎　

1診 ： 内藤　功
2診 ： 高玉　真

1診 ： 内藤　功
2診 ： 岩井　丈幸

1診 ： 宮本　直子
2診 ： 内藤　功

1診 ： 高玉　真
2診 ： 宮本　直子

佐藤　圭司
加藤　良衛

島田　晴彦
栁橋　淳子（9：30まで）

館野　勝彦
栁橋　淳子

佐藤　圭司
館野　勝彦

佐藤　圭司（10：30まで）

加藤　良衛
館野　勝彦
島田　晴彦

高玉　篤
遠藤　朝美

佐藤　圭司（第1）

島田　晴彦（第1、5）

館野　勝彦（第3、5）

加藤　良衛（第3）

加藤　良衛
栁橋　淳子

矢嶋　久徳 一ノ瀬　義雄

森本　奈緒子 森本　奈緒子 森本　奈緒子

古川　和美

神宮　俊哉

森本　奈緒子

高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤 高玉　篤

高玉　篤 高玉　篤（隔週）

乾　正幸（胃）山田　拓郎（第２、４）（胃）

乾　正幸（大腸）

今井　陽一（第1、3）

高玉　篤

高玉　篤

島田　晴彦栁橋　淳子

矢嶋　久徳

中村　哲也 中村　哲也

中村　保子 中村　保子

中村　保子

佐藤　美恵増田　裕一（10：30まで）

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生
福士　宙之
戸谷　麻衣子
伊達　佑生

茂木　健司（第3）

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之
戸谷　麻衣子

福士　宙之（第1、3、5）

戸谷　麻衣子（第２、４）

福士　宙之
戸谷　麻衣子

時間帯診療科目
曜日 月 火 水 木 金 土

内科

禁煙外来

脳神経内科

物忘れ外来(脳神経内科)

脳神経外科

整形外科

眼科

皮膚科

泌尿器外来

漢方外来（内科）

高血圧外来

糖尿病外来

内視鏡

麻酔科

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午前

午前

午前

午後

午前

午前

午後

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午前

午後

午後

午後

午後

午後

午後

歯科・口腔外科

腎臓リウマチ内科

リハビリテーション科

循環器内科(不整脈外来)

循環器内科

第2・第4土曜日休診
※歯科口腔外科は第２・第４土曜も診察しています

増田　裕一


